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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
「
旧
統
一
教
会
」
問
題
関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
た
児
童
生
徒
等
の
教
育
相
談

等
の
取
組
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
「
旧
統
一
教
会
」
問
題
関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
た
児
童
生
徒
等
の
教
育

相
談
等
の
取
組
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
件
数
は
、
令
和
六
年
一
月
末
時
点
で
二
十
四
件
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
複
数
回
答
を
可
能
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
小
学
校
に
お
け
る
相
談
内
容
は
「
友

人
関
係
」
が
一
件
で
あ
り
、
中
学
校
に
お
け
る
相
談
内
容
は
「
不
登
校
」
が
五
件
、
「
友
人
関
係
」
が
三
件
、
「
貧
困
の
問

題
」
が
一
件
、
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
が
一
件
、
「
家
庭
環
境
（
児
童
虐
待
及
び
貧
困
の
問
題
を
除
く
。
）
」
が
七
件
、
「
心

身
の
健
康
・
保
健
」
が
五
件
、
「
学
業
・
進
路
」
が
二
件
、
「
そ
の
他
の
内
容
」
が
一
件
で
あ
り
、
高
等
学
校
に
お
け
る
相

談
内
容
は
「
児
童
虐
待
」
が
一
件
、
「
貧
困
の
問
題
」
が
一
件
、
「
家
庭
環
境
（
児
童
虐
待
及
び
貧
困
の
問
題
を
除
く
。
）
」

が
十
一
件
、
「
教
職
員
と
の
関
係
」
が
一
件
、
「
心
身
の
健
康
・
保
健
」
が
一
件
、
「
学
業
・
進
路
」
が
一
件
、
「
そ
の
他

の
内
容
」
が
二
件
で
あ
っ
た
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
件
数
は
、
令
和
六
年
一
月
末
時
点
で
十
三
件
で
あ
る
。 



 

２ 

 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
複
数
回
答
を
可
能
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
小
学
校
に
お
け
る
相
談
内
容
は
「
そ

の
他
の
内
容
」
が
一
件
で
あ
り
、
高
等
学
校
に
お
け
る
相
談
内
容
は
「
い
じ
め
問
題
」
が
一
件
、
「
児
童
虐
待
」
が
一
件
、

「
友
人
関
係
」
が
二
件
、
「
家
庭
環
境
（
児
童
虐
待
及
び
貧
困
の
問
題
を
除
く
。
）
」
が
五
件
、
「
教
職
員
と
の
関
係
」
が

三
件
、
「
心
身
の
健
康
・
保
健
」
が
五
件
、
「
学
業
・
進
路
」
が
四
件
、
「
そ
の
他
の
内
容
」
が
五
件
で
あ
り
、
学
校
の
種

類
が
不
明
で
あ
る
も
の
に
お
け
る
相
談
内
容
は
「
家
庭
環
境
（
児
童
虐
待
及
び
貧
困
の
問
題
を
除
く
。
）
」
が
一
件
、
「
そ

の
他
の
内
容
」
が
一
件
で
あ
っ
た
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
様
々
な
悩

み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
及
び
二
十
四
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
て
児
童
生
徒
に
周
知
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
の
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
」
の
「
相
談
対
応
の
施
策
の
意
義
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
に
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
在
り
方



 

３ 

 

と
今
後
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
お
り
、
「
教
員
を
中
心
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
に
基
づ
き
、
組
織
的
に
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
」
こ

と
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
二
十
四
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
「
相
談
対
応
の
施
策
の
意
義
」
に
つ
い
て
は
、
宗
教
に

係
る
も
の
を
含
め
た
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
か
ら
の
電
話
相
談
に
つ
い
て
、
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず
二
十
四
時
間

対
応
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
「
成
果
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
な
支

援
が
で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
令
和
四
年
十
一
月
十
日
に
「
「
旧
統
一
教
会
」
問
題
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
に
お
い
て
策
定

さ
れ
た
「
被
害
者
の
救
済
に
向
け
た
総
合
的
な
相
談
体
制
の
充
実
強
化
の
た
め
の
方
策
」
を
踏
ま
え
た
取
組
状
況
や
、

「
「
旧
統
一
教
会
」
問
題
関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
た
児
童
生
徒
等
の
教
育
相
談
等
の
取
組
に
つ
い
て
（
通

知
）
」
（
令
和
四
年
十
一
月
十
日
付
け
四
初
児
生
第
二
十
三
号
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長
及
び
修
学
支

援
・
教
材
課
長
、
高
等
教
育
局
学
生
支
援
課
長
並
び
に
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
長
連
名
通
知
）
に
基
づ
き
各
都



 

４ 

 

道
府
県
教
育
委
員
会
等
か
ら
収
集
し
た
学
校
に
お
け
る
教
育
相
談
の
事
例
を
踏
ま
え
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
令
和
六
年
一

月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
「
旧
統
一
教
会
」
問
題
に
係
る
被
害
者
等
へ
の
支
援
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
に
お
い
て
共

有
し
、
そ
の
結
果
、
同
閣
僚
会
議
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
「
旧
統
一
教
会
」
問
題
の
被
害
者
等
支
援
の
充
実
・
強
化
策
」

に
お
い
て
、
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を
拡
充
」
す
る
こ
と
や
「
こ
ど
も
・

若
者
が
利
用
し
や
す
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
各
種
媒
体
・
・
・
を
活
用
し
た
相
談
体
制
を
整
備
」
す
る
こ
と
等
、
「
虐
待
等
の
被
害

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
づ
ら
い
、
声
を
上
げ
づ
ら
い
宗
教
二
世
等
の
こ
ど
も
・
若
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備
」

を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
件
数
は
、
令
和
六
年
一
月
末
時
点
で
、
零
件
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
各
都

道
府
県
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
及
び
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
の
担
当
部
署
に
お
い
て
高
等
学
校
等
の
授
業
料
や
授
業
料

以
外
の
教
育
費
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
適
切
に
対
応
い
た
だ
く
よ
う
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
及
び
各
都
道
府



 

５ 

 

県
に
対
し
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
被
害
者
に
対
す
る
高
等
学
校
等
へ
の
進
学
に
関
す
る
経
済
的
支
援
が
十
分
に

提
供
さ
れ
て
い
る
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て

の
意
志
あ
る
高
校
生
等
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
及
び
高
校
生
等
奨
学

給
付
金
の
支
給
に
よ
り
、
教
育
費
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
「
宗
教
の
信
仰
等
に
関
係
す
る
児
童
虐
待
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
に
つ
い
て

（
通
知
）
」
（
令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
付
け
四
初
児
生
第
二
十
九
号
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長
及

び
修
学
支
援
・
教
材
課
長
並
び
に
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
長
連
名
通
知
）
に
お
い
て
、
高
校
生
等
奨
学
給
付
金

事
業
に
つ
い
て
は
、
「
「
・
・
・
合
理
的
な
理
由
な
く
信
仰
す
る
宗
教
等
の
教
義
を
理
由
と
し
て
就
学
・
進
学
を
認
め
な
い

行
為
は
、
児
童
の
自
立
を
損
ね
そ
の
心
情
を
傷
つ
け
る
行
為
と
し
て
ネ
グ
レ
ク
ト
又
は
心
理
的
虐
待
に
該
当
す
る
。
」
と
さ

れ
て
い
る
。
・
・
・
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
の
支
給
に
係
る
所
得
判
定
の
際
に
は
、
親
権
者
が
、
「
生
徒
の
就
学
に
要
す
る

経
費
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
保
護
者
に
は
含
ま
れ
な
い



 

６ 

 

こ
と
を
踏
ま
え
・
・
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
」
と
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
事
業
に
よ

る
支
援
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
を
実
施
す
る
各
都
道
府
県
教
育
委
員

会
及
び
各
都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
、
個
別
具
体
の
事
例
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
八
月
十
日
に
「
「
旧
統
一
教
会
」
問
題
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
に
お
い
て
策
定

さ
れ
た
「
お
悩
み
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
Ｑ
＆
Ａ
（
詳
細
版
）
」
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
が
実

施
す
る
奨
学
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
児
童
養
護
施
設
等
の
入
所
者
や
、
虐
待
等
か
ら
避
難
し
独
力
で
生
計
を
維
持
し
て
い

る
者
な
ど
、
本
人
の
所
得
の
み
で
収
入
の
要
件
を
判
定
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
」
と
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該

事
業
に
よ
る
支
援
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
を
実
施
す
る
同
機
構
に
お

い
て
、
個
別
具
体
の
事
例
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 


